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～野菜のチカラ～ 
 

 寒～い冬だからこそ体の芯から温まりたいもの。 
手っ取り早いのは、暖かいスープやお茶を飲ん 
だり、ホカホカのおでんを食べるなど、温かい 
ものを口にする事です。でも、そもそも体を温 
める食材、冷やす食材がある事を知っています 
か？一般的には、夏野菜は体を冷やし、冬野菜 
体を温めると言われています。夏野菜は水分が 
多く生で食べるものも多い。夏の暑い時、ほっ 
てた体を冷やしてくれる作用があり、食べると 
すーっとする。一方、根菜類などには体を温め 

 る効果があるというわけです。 
 

体を冷やす野菜：トマト、レタス、きゅうり等 
体を温める野菜 ：だいこん、かぶ、ごぼう  等 
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【呼吸療法認定士とは】 
 呼吸に関する専門の知識と技術を習得した 
 者に与えられる資格です。 
 日本胸部外科学会・日本呼吸器学会・日本 
 麻酔科学会が合同で創設した資格制度です 
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文責              
                小岩 祐介 

主な役割は呼吸理学療法、酸素療法、及び人工呼吸器管理です。 
  ①呼吸理学療法：呼吸が苦しい人に対する運動や動作指導を行います 
  ②酸素療法：血液中の酸素が少ない場合には、適切な濃度・量の酸素を設定 
        します 
  ③人工呼吸器：呼吸が苦しい人に使う機械。その人にあった設定か確認します 

【当院での具体的な活動】 
①呼吸ケア回診の実施 
呼吸ケアチームで週1回実施。呼吸に問題がある、 
又は今後問題が予想される患者さんの呼吸状態を確認し、 
対応策を話し合う。 
 

②呼吸ケア会議の実施 
呼吸ケアチームで月に1回実施。院内の呼吸の病気の 
把握や予防策、啓蒙活動について話し合う。 
定期的に院内スタッフを対象にした勉強会も実施してます 

【呼吸療法認定士になるためには】 
臨床工学技士、看護師、理学療法士、作業療法士
が対象となり、2～3年以上の実務経験が必要とな
ります。更に下記の条件を満たし、試験に合格す
ることで晴れて認定士となります。 
  
①認定委員会が指定する学会、講習会への参加 
②認定委員会が実施する2日間の講習会への参加 

それぞれの職種が集まりチームで活動、情報を共有して行動しています！ 

呼吸療法認定士・理学療法士 



頸動脈内膜剥離術は、頸動脈狭窄（図1-1）による脳梗塞を予防するために行
われます。症候性病変と呼ばれる過去に脳梗塞や脳虚血発作の既往のある方、
無症候性といって偶然検査などによって狭窄が指摘された場合などで治療の適
応は異なります。また病変の解剖学的な位置や性状によってもカテーテルによる
ステント留置との使い分けをします。手術は全身麻酔下に頚部に切開を加え頚
動脈を露出します。血流を遮断して頚動脈に切開を加えます。内シャントチューブ
を挿入して脳への循環を維持します（図1-2）。その状況で病変のアテロームプ
ラークを除去します（図1-3）。切開した血管を縫合し終了（図1-4）となります。 

脳卒中の外科的治療は主に以下の２つに大別されます。 

  ① 虚血性脳卒中に対する血行再建術 

  ② 出血性脳卒中に対する治療 

① 虚血性脳卒中に対する血行再建術として 
   頚動脈内膜剥離術、浅側頭動脈中大脳動脈吻合術があります。 

一口に脳卒中の外科的治療といっても沢山の方法があります。今回は脳卒中
に対して一般的に行われることの多い治療方法について概説します。 

図１ 

1．細くなっています 

2．ﾌﾟﾗｰｸがあります 3．ﾌﾟﾗｰｸを摘出した後 

4．血管を縫合し終了となります -３- 



浅側頭動脈中大脳動脈吻合術は、脳主幹動脈に閉塞（図2-1）あるいは高度
狭窄が存在しその末梢側の血流がかろうじて維持されているような病態に起因
する血行力学的脳虚血（図2-2）の方にその有効性（脳梗塞予防効果）が示さ
れています。手術は浅側頭動脈 

1．主幹動脈閉塞 2．血行力学的脳虚血 

と呼ばれる頭皮を養う血管を採
取し、開頭を行います。その後中
大脳動脈に吻合を行います。お
およそ1mm程度の血管に吻合を
行います。 

3．吻合部位を決定します 4．吻合直後 5．術中に流れが良好で 
  あることを確認します 

6．術後の状態です 

② 出血性脳卒中に対する治療として、 
   高血圧性脳出血に対する血腫除去、くも膜下出血に対する再破裂予防の   
   ためのクリッピング術などがあります。 

高血圧性脳内出血に対する血腫除去の適応は限られています。水頭症や脳
浮腫による機能予後の悪化を最小限にすることや救命が目的になります。 

1．白く見えるのが 
  血腫（血のかたまり）です 

2．手術後は血腫が 
  小さくなっています 

そのため多くは内科的加療（血
圧の管理）などが中心になります。
血腫除去の方法として開頭血腫
除去（図3-1、2）、定位的血腫
除去、内視鏡的血腫除去の３つ
の方法があり、症例に応じて使
い分けを行います。 

図２ 

図３ 

-４- 



くも膜下出血に対するクリッピング術は、くも膜下出血の原因となる脳動脈瘤
からの再破裂を防ぐことが目的になります。動脈瘤の部位に応じて手術の到
達経路は異なります。適切な手術到達法を選択し脳の隙間（くも膜下腔）の血
腫を洗浄しながら動脈瘤に到達し動脈瘤の頚部（根元）にクリップをかけて止
血し動脈瘤を根治します（図4）。 

以上簡略に脳卒中の外科治療の概略を説明しました。外科的治療を行う上で
最も重要なことは、適切な手術適応を判断することです。あくまでも外科的治療
は脳卒中治療の最終的な手段であり、その他の治療、すなわち内科的薬物療法
や経過観察といったものでは解決困難な状況でのみ行われます。したがって病
気のみで適応を決めるのではなく患者さんの年齢、全身状態、社会的背景など
様々の要素を考慮して慎重に適応を判断します。 

文責：山崎 貴明（医師・脳卒中センター長） 

1．くも膜下出血のCT 2．出血源の動脈瘤 3．脳表は出血により赤くなっています 

4．クリップをかけます 5．血管の状態に合わせて 
  最適なクリップを組み合わせます 

図４ 
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頭を冷やし足を温める「頭寒足熱」は、身体の代謝を活性化 
させる昔からの知恵です。人間の身体で最も温度が低く冷たい 
場所は足元だといわれています。 
 
  
             
             これは足が心臓から最も遠くにあるため血のめぐりが滞り 
              やすいためです。東洋医学では、足元に内臓のツボが集中 
              しているため、足元を温めて内臓の働きを活発にし、内臓 
              に溜まっている毒素を身体の末端に流し外に出すことで、 
              身体の中から健康になると考えられています。 
              足元から1日にコップ1杯の汗が出てきます！ 
 

 
 
 
 
 
 
 
そこで、日々の日常の中でできる「頭寒足熱」を意識してみては 
どうでしょうか。その方法の一つに「靴下の重ね履き」があります。 
しかし、ただ単に靴下を重ねて履くということではありません。 
種類の違う靴下を重ね履きし、効果的に体外に毒素を出します。 

 
        １：最初に絹の５本指靴下を履く 
         絹は「生きた繊維」といわれています。絹の靴下は、夏は涼しく冬は暖かく、 
           そして足から出る毒素をよく吸い取り、外に吐き出します。 
 

        ２：次に綿100％の天然素材の５本指靴下を履く 
         絹が吸い取った毒素を受け取るのが、天然素材の靴下です。天然素材とは 
           綿の他に麻やウールの事をいいます。絹で毒素を吸い取って、天然素材で 
           受け取るという、この連携が身体の毒素を効果的に外に出す働きとなります。 
           ※５本指の靴下を履く事は、指の間から出てくる毒素を外に出す為です 
 

        ３：３枚目は絹の先丸靴下を履く 
 

        ４：最後に天然素材の先丸靴下を履く 
  
 絹と天然素材の靴下を交互に履くことで、効果的に毒素を外に出すことができます。また、 
 夜は毒出しする力が最も高まります。寝ている間に身体の中の細胞が活性化されるため、 
 睡眠中でも靴下の重ね履きは更に効果が高まりますので、是非、試してみてはどうでしょうか。 

頭寒足熱とは東洋医学の基本。 
頭は涼しくスッキリ、足は安定してポカポカ。 

その汗こそ内臓に溜まっていた毒素です！ 
冷 

温 

陰の気 

陽の気 

毒 

頭寒と足熱で陰と陽の気のめぐりを良くする！ 
すると内蔵機能がアップ！毒素を体外へ！ 

毒
素 

文責  長谷川 美樹 


